
山麓箆傾国通信二
乎成26年　5, 6月号　　(2014-5, 6)

春か訪れにふきわしく､窮1年

ぶりに伊藤浩美療像カメラマンに団長をお願いしての､青木i原樹簸散怒号したo
富七風穴息で努道々､ツ慾アリ

ドかかの赤い実や､みずみずしい苔を塾兄に､総勢十九名が髭をきょろきょろさせて'すすみます｡

昆虫では､プチンヤクガ　ハ真冬

に活魚する晩)やカミキリ滋シを見つけぺ野鳥で浩ミソすずJE-やシジユ資力ラ､ゴ''･,呈ウカラ'センダイムシクイ'議ポソムンわイの鳴き護に耳をすませながら､人聞きなJ)　(動物の噴き声､主に鳥のさえずりを人間警百薬に､曙には意味の-ぁる言語空-一口葉やフ,うズに当てはめて憶えやすvLだもの例として､シヨ車チユタ･ヂツパイ･ぎィ､テッ㌶ン･滋ケ重力､チョ?,トコイ･丘　ヨットコ-イなど)　戯議題に､思わず笑い声.
キ､･=,シL.Lハ･'いう蝶.Ti/･〓会

い､また､大壷建ふもとの忘英樹私に選ると､ミ'JF,ナラやプ心の巨木､さらにふかAr JrWかした枯菜の中

に､ヤマシヤクヤグの麟落が､人知れず呼燐な葉をつけてい患した｡

樹林では丸薬の光年成がまんべ

んな(行われるように&光のうばい合いが常だとうかがうと､枝や葉の伸び具合'そ蹄形幣とたんにいと.おしく感じられました日
伊藤間長から､樹海には､除別

なにもないことがiあえて鼓輩だと思うS

-　締巨′)-,-を　　~∃　-'

こういう時間を具有できて楽し
かったAjいケご感奮を叫　いただき音した6　八線別なにもない)といき

蒼白が'少しだけわかる年齢にな
ったのか'感慨深く受けとめられました6手参加者の感想

tO楽しく､さわやかな一日だった少

巨木に出会えてよかった｡

○久しぶりに洞窟をのぞけてj　う

れしかった｡

○洞寮からの風が印象的だ(,;.:tたo

i､　　　:㌣一転

j-i)班る憲一呈鼠六､を探Ir,,-

○リラックスでき､樹準哲きれい

で芸術的な趣怒.(あると琴..た0

0日も心も洗われたoo仲買歩き.替わ∴一才に整Lfd.,ったわ-○奥苦い富士山(I,議を感じたoo跡浩ての擬海浩;予盤と絃ちが
って'生き生妾していた｡

@墓知らせー
NHK甲府放逓局が､好適平目の

夕妾6時10分から放送している､『N藍Ws蒙るごと山発』しこいう番組の率の｢がん慮る甲州をコ-ナ-で､声高雅史さん(山中湖蹄在住)と彼誇活動内容が締介されヰ恥すo

山菜県内の方'是非ご覧･Vださいe放硬日は'6藤3日(火)　です｡

密大鳥の野偵団貴重J幕内

<斎藤へのいざ督い)

今年もアルビニスJの戸島雅史

さんを陳長に､近くの源流沿いでJ一泊の野嵐を体験しますo源涜畏自然に身を浸し'参黍がま東を感じるひど時を･･6

*　少雨択行0　8名限定ですC

･活動日-六月二十八日　(士)　か

ら7源

･集合=午後1時に森の喫茶馨あ

みんo蟹散は､翌日の午後三時ころ6

･参加費=6408円l:ガイド代､

二食代･.保険代をむむ

･持ち物=裳器･シ竺フフ　(貸与

有)･銀T･Lツト･防寒着･着替え;水遊びのできる擬装･雨具･洩除けポ沢ダビ(貸与脊)･軍芋類一翌昼の行動食･車イレ用ビニール袋
◎申し込み･問い合わせは三豊軌
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